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交 通相 談案 内
不幸にして、交通事故を起こし

たり、はねられたりしたときは、
ひとりで悩まずに交通相談所へお
いでください。損害賠償や示談の
しかたについて正しい解決方法を
お教えします。午前9時～午後4
時　 足立交通 相談所( 区役所 うら)

人 口 調 べ
( 昭和44年9 月1 日現在)
世帯　171, 343

男　　285, 734
女　　271, 778
計　　557, 512

(前月より2, 668 人増)

交 通 安 全 特 集

三
十
四
分
ご
と
に
一
人
死
亡

マ
イ
カ
ー

無
謀
運
転

に
よ
る
事
故
が
急
増

今
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
「秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」が
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。こ
の
国
民
運
動
も
、昭
和
二
十
三

年
の
秋
以
来
、毎
年
春
秋
二
回
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、国
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
者
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「悲
し
い
事

故
記
録
」の
更
新
が
続
い
て
い
ま
す
。去
る
九
月
十
九
日
、警
察
庁
が
午
前
零
時
現
在
で
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、全

国
の
死
亡
者
は
一
万
一
千
三
十
四
人
と
な
り
、昨
年
よ
り
も
三
十
四
日
も
早
く
、一
万
一
千
人
の
大
台
を
越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
数
字

が
示
す
意
味
は
、三
十
四
分
ご
と
に
一
人
の
割
合
で
、交
通
事
故
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
と
い
う
悲
し
く
も
恐
し
い
事
実
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。以
下
、こ
と
し
上
半
期
の
交
通
事
故
発
生
状
況
を
ご
説
明
し
、事
故
絶
滅
の
ご
協
力
を
訴
え
ま
す
。

首
都
交
通
対
策
協
議
会
と
都
が
ま
と

め
た
資
料
「昭
和
四
十
四
年
上
半
期
東

京
都
内
に
発
生
し
た
交
通
事
故
の
概
況
」

に
よ
り
ま
す
と
、こ
と
し
一
月
か
ら
六
月

ま
で
に
都
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件

数
は
、四
万
五
千
八
百
九
十
三
件
、う
ち

人
身
事
故
が
三
万
九
千
百
二
十
件
、死

者
四
百
十
二
名
、重
軽
傷
五
万
一
千
九

百
四
十
八
名
と
な
っ
て
お
り
、昨
年
同

期
よ
り
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、一
日
に
約

二
千
五
百
件
の
事
故
が
起
き
て
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
原
因
の
特
徴
を
い
く
つ
か
あ
げ

て
み
ま
す
と
―
―

(
1
)
東
京
の
事
故
死
者
増
加
率
は
全
国

平
均
よ
り
高
い
　
(
2
)
車
対
車
の
事
故
が

目
立
ち
、死
に
至
る
場
合
が
多
い
　
(
3
)

二
輪
車
運
転
中
の
死
者
が
特
に
増
加
し

た
(
昨
年
比
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
)
。　
(
4
)

こ
ど
も
の
死
者
(
特
に
幼
児
)
が
急

増
　
(
5
)
自
家
用
車
の
事
故
・
無
謀
運
転

・
少
年
運
転
者
に
よ
る
事
故
が
増
加
し
た
　
(
6
)

死
亡
事
故
の
三
分
の
一
は
「裏

通
り
」で
発
生
　
(
7
)
死
亡
事
故
の
四
分
の
一

は
自
分
の
過
失
に
よ
る
も
の
　
(
8
)

深
夜
・
早
朝
の
事
故
が
増
加
し
た
、
な

ど
で
す
。

こ
れ
を
、運
転
者
側
、歩
行
者
側
の

原
因
別
で
表
わ
し
た
も
の
が
、下
記
の

グ
ラ
フ
で
す
。ま
ず
、運
転
者
側
の
グ

ラ
フ
を
み
て
み
ま
す
と
、
「安
全
運
転
義
務

違
反
」に
よ
る
事
故
が
九
千
件
以
上

と
な
っ
て
お
り
、
「安
全
運
転
」が
い

か
に
必
要
で
あ
る
か
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、死
者
の
数
で
は
「最
高
速
度
違
反
」

に
よ
る
も
の
と
「安
全
運
転
」を

し
な
か
っ
た
も
の
と
が
飛
び
抜
け
て
多

く
、
「ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
」
が
直
接

死
に
至
る
事
実
を
如
実
に
示
し
て
い
ま

す
。

一
方
、
歩
行
者
側
に
直
接
の
原
因
が

あ
っ
て
事
故
を
起
こ
し
た
も
の
は
、
「
道

路
へ
の
急
な
飛
び
だ
し
」
が
圧
倒
的
に

多
く
、
「
走
っ
て
い
る
車
の
直
前
直
後

の
横
断
」
が
こ
れ
に
次
い
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
る
事
故
は
、
死
亡

す
る
確
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
す
。

車
を
運
転
す
る
か
た
も
、
道
路
を
歩

く
か
た
も
、
こ
の
グ
ラ
フ
を
よ
く
ご
ら

ん
に
な
っ
て
、「
交
通
ル
ー
ル
」
を
守
る

こ
と
が
い
か
に
必
要
で
あ
る
か
を
お
考

え
く
だ
さ
い
。

東京都内での交通事故発生状況( 44年1月- 6月)

〔自動車側の事故原因〕 〔歩行者側の事故原因〕

特
に
幼
児
の
事
故
に
つ
い
て

「
と
び
出
し
」
「
ひ
と
り
歩
き
」
が
最
大
原
因

年
齢
別
で
み
た
死
者
数
で
は
、
幼
児

が
最
も
多
く
、
幼
児
事
故
三
千
二
百
三

十
九
件
中
五
十
三
名
を
数
え
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
小
学
生
の
事
故
千
五
百
件
中

十
一
名
、
六
十
歳
以
上
の
人
千
四
十
件

中
五
十
名
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
戦
争
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
中

で
、
自
分
の
命
す
ら
守
れ
な
い
幼
児
や

お
と
し
よ
り
が
、
い
か
に
危
険
な
立
場

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
が
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
、
自
分
の
生
命
を
自
ら
思
う

よ
う
に
守
れ
な
い
幼
児
な
ど
の
事
故
が

「
死
亡
」
と
い
う
決
定
的
な
事
故
に
結

び
つ
き
や
す
い
原
因
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
「
道
路
へ
の
急
な
飛
び
出
し
」
と

「
ひ
と
り
歩
き
」
。
こ
れ
だ
け
で
、
幼

児
事
故
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、時
間
別
で
は
、午
後
が
六
一

パ
ー
セ
ン
ト
、午
前
が
三
九
パ
ー
セ

ン
ト
。と
く
に
午
後
三
時
か
ら
五
時
の

間
が
「魔
の
時
間
」帯
で
す
。お
母
さ

ん
が
た
が
買
い
物
の
途
中
、チ
ヨ
ッ
ト

目
を
は
な
し
た
す
き
に
悲
劇
が
起
き
て

い
る
の
で
す
。そ
れ
も
、狭
い
道
路
に

面
し
た
場
所
で
。
幼
児
事
故
は
「
裏
通

り
で
起
き
る
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で

す
。ご

じ
ぶ
ん
の
住
む
地
域
の
交
通
環
境

を
よ
く
知
り
、お
子
さ
ん
の
交
通
安
全
教

育
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、自
分
の
こ
ど
も
で
な
く
と
も
、

道
路
で
遊
ん
で
い
る
幼
児
な
ど
を
見
か

け
た
ら
「
こ
こ
は
あ
ぶ
な
い
」
か
ら
と

一
声
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

10月6 日～l 5日秋の全国交通安全運動

こどもを輸禍から守ろう

町
会
・
自
治
会
、区
交
通
安
全
協
議
会
な
ら
び

に
国
・
都
・
区
で
は
、十
月
六
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
十
日
間
「秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。こ
の
期
間
中
は
、事
故
絶
滅

の
た
め
、町
ぐ
る
み
で
い
ろ
い
ろ
な
安
全
対
策

運
動
を
展
開
し
、次
の
こ
と
を
重
点
目
標
に
行

な
い
ま
す
。

(
1
)
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
安
全
の
確
保

(
2
)
正
し
い
横
断
の
励
行
と
横
断
中
の
歩
行
者
保

護
の
徹
底

(
3
)
飲
酒
運
転
の
追
放

(
4
)
追
突
事
故
の
防
止

(
5
)
二
輪
車
(
自
転
車
を
含
む
)
の
交
通
安
全
の

確
保

ま
た
、警
察
や
区
役
所
な
ど
関
係
機
関
が
行

な
う
「特
定
事
項
」と
し
て
、次
の
こ
と
を
重
点

的
に
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
六
日
(
月
)
―
運
動
目
標
の
全
部
を
行
な
う

▽
七
日
(
火
)
―
道
路
の
正
し
い
使
用

▽
八
日
(
水
)
―
車
両
の
完
全
整
備
と
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入

▽
九
日
(
木
)
―
適
正
な
運
行
管
理
と
安
全
運

転
管
理

▽
十
日
(
金
)
―
運
動
目
標
の
全
部

▽
十
一
日
(
土
)
―
飲
酒
運
転
の
追
放

▽
十
二
日
(
日
)
―
高
速
道
路
と
行
楽
地
で
の

安
全
運
転

▽
十
三
日
(
月
)
―
追
突
事
故
防
止
の
た
め
の

安
全
運
転

▽
十
四
日
(
火
)
―
横
断
歩
道
と
踏
切
で
の
安

全
確
認

▽
十
五
日
(
水
)
―
運
動
目
標
の
全
部

足
立
区
の
重
点
目
標

以
上
の
う
ち
、区
で
は
、区
内
の
交
通
事
情

を
考
え
て
、
次
の
点
を
特
に
区
の
重
点
目
標
と

し
て
掲
げ
、
区
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
認
識
と
ご

協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

◎
裏
通
り
で
の
こ
ど
も
の
事
故
防
止

交
通
事
故
は
、み
ん
な
で
注
意
し
合
わ
な
け

れ
ば
決
し
て
な
く
な
り
ま
せ
ん
。一
日
も
早
く

事
故
絶
滅
の
日
が
く
る
よ
う
み
ん
な
で
努
力
し

ま
し
ょ
う
。◎
横
断
歩
道
橋
の
あ
る
道
路
で
は

必
ず
歩
道
橋
を
渡
り
ま
し
ょ
う
　
歩
道
橋
の
あ

る
道
路
で
は
、
車
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
ま

す
か
ら
、
非
常
に
危
険
で
す
。

身
障
者
・
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に

都
営
交
通
機
関
の
無
料
パ
ス
発
行

都
と
区
で
は
、次
の
か
た
に
、都
営

の
地
下
鉄
・
バ
ス
・
路
面
電
車
に
無
料

で
乗
れ
る
「
パ
ス
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
、
い
ま
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
か
た
も
、
至
急
手
続
き
を
お
と

り
く
だ
さ
い
。

無
料
乗
車
パ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人

▽
身
体
障
害
者
<
一
～
四
級
>
(
身
体

障
害
者
手
帳
)
　
▽
精
神
薄
弱
者
<
一
～

三
度
/
十
八
歳
以
上
>
(
愛
の
手
帳
)

▽
戦
傷
病
者
<
特
別
～
第
四
項
傷
>
(

戦
傷
病
者
手
帳
)
　
▽
生
活
保
護
世
帯

<
一
世
帯
一
名
限
り
>
―
以
上
申
し
込

み
は
、所
管
の
福
祉
事
務
所
。▽
母
子

年
金
受
給
世
帯
<
一
世
帯
一
名
限
り
>

(
国
民
年
金
証
書
)
―
申
し
込
み
は
、

区
役
所
国
民
年
金
課
。▽
児
童
扶
養
手

当
受
給
世
帯
<
一
世
帯
一
名
限
り
>
(

児
童
扶
養
手
当
証
書
)
―
申
し
込
み
は

区
役
所
福
祉
課
。(
　
)
内
の
も
の
は
、持

参
す
る
も
の
で
す
が
、そ
の
ほ
か
、次
の

も
の
が
必
要
で
す
。(
1
)
使
用
済
の
無
料
パ

ス
　
(
2
)
最
近
六
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
本
人
の
上
半
身
の
写
真
　
(
3
)
本
人
の
ハ

ン
コ
。く
わ
し
く
は
、申
し
込
み
窓
口

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

生
業
資
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

銀
行
な
ど
の
一
般
金
融
機
関
か
ら
、

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
で

独
立
の
生
計
を
立
て
る
た
め
に
必
要
な

資
金
が
、
最
高
二
十
万
円
ま
で
借
り
ら

れ
ま
す
。

借
り
ら
れ
る
条
件

(
1
)
区
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住
ん
で

い
る
こ
と
。

(
2
)
主
と
し
て
、こ
の
資
金
に
よ
る
職
業

に
よ
っ
て
、
生
計
を
立
て
る
こ
と
。

(
3
)
た
だ
ち
に
事
業
を
開
始
で
き
る
こ
と
。

(
4
)
区
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住
ん
で

い
る
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と
。

(
5
)
都
お
よ
び
区
か
ら
資
金
の
貸
し
付
け

を
受
け
て
い
る
場
合
、そ
の
元
利
金
を
完

済
し
て
い
る
こ
と
。

受
付
期
間
=
十
月
二
十
日
～
二
十
四
日

申
し
込
み
お
よ
び
く
わ
し
い
こ
と
は

福
祉
課
援
護
係
へ
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

愛
の
献
血

現
在
都
内
で
は
、毎
日
の
よ
う
に
交

通
事
故
が
起
き
、死
者
や
け
が
人
が
で

て
い
ま
す
。ま
た
、病
気
治
療
の
た
め

に
も
、多
量
の
血
液
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
都
内
で
は
、
そ
れ

ら
の
手
術
に
必
要
な
血
液
が
足
り
ず
、

助
か
る
生
命
も
失
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

十
月
の
移
動
採
血
は
、次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
、み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
の
移
動
採
血
日
程

▽
二
十
七
日
(
月
)
―
区
立
第
十
三
中

学
校
　
▽
三
十
一
日
(
金
)
―
北
千
住

駅
前
(
西
口
)

水
道
の
検
針
は

六
か
月
に
一
度

都
水
道
局
で
は
、経
営
の
合
理
化
を

図
る
た
め
、一
般
家
庭
用
水
道
の
検
針

を
六
か
月
ご
と
に
し
ま
し
た
。た
だ
し

使
用
料
金
は
、二
か
月
ご
と
に
集
金
に

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
都
水
道
局
)

趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾

瀬
一
丁
目
五
-
一
七
)
で
は
、次
の

よ
う
な
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
教
室

を
開
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
は
直

接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
。

電
話
六
〇
五
-
七
一
〇
一
(
月
曜
日

は
休
館
日
で
す
)
。

手
芸
教
室
<
手
編
み
毛
糸
あ
み
も
の

「室
内
履
き
」を
編
む
>
　
日
時
―

十
月
二
十
三
日
(
木
)
/
午
前

十
時
　
講
師
―
安
藤
洋
子
氏
　
(

教
材
費
三
五
〇
円
)

生
花
教
室
<
古
流
>
　
日
時
―
十
月

二
十
四
日
(
金
)
/
午
前
十
時
　

講
師
―
岩
佐
マ
チ
氏
　
(
教
材
費

二
〇
〇
円
　
ハ
サ
ミ
持
参
)

絵
画
教
室
<
野
外
写
生
―
水
元
公
園
>

日
時
―
十
月
十
一
日
(
土
)
/
午

前
十
時
～
午
後
四
時
　
講
師
―
沖

浦
卓
夫
氏
(
詳
細
は
受
け
付
け
の

際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、雨
天

の
場
合
は
セ
ン
タ
ー
に
て
静
物
写

生
を
行
な
い
ま
す
)
。

版
画
教
室
　
日
時
―
十
月
十
二
日
(

日
)
/
午
後
一
時
　
講
師
―
久
保
勝

哉
氏
(
教
材
費
一
〇
〇
円
/
八
ツ

切
り
大
の
原
画
と
彫
刻
刀
を
持

参
)

陶
芸
教
室
<
は
に
わ
(
埴
輪
)
作
製
>

日
時
―
十
月
十
八
日
(
土
)
・
十

九
日
(
日
)
/
午
後
一
時
　
講
師
―

久
保
勝
哉
氏
　
(

教
材
費
一
〇

〇
円
)

ギ
タ
ー
教
室
　
日
時
―
十
月
十
八
日

(
土
)
/
午
後
二
時
　
講
師
―
金

子
幸
雄
氏

音
楽
教
室
　
日
時
―
十
月
二
十
九
日

(
水
)
/
午
後
三
時
　
講
師
―
池

田
輝
樹
氏

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い
　
日
時
―
十

月
十
六
日
(
木
)
/

午
前
十

時
(
運
動
靴
を
持
参
)

成
人
学
校
(
第
三
十
九
回
)

科
目
=
<
川
柳
入
門
>
講
師
野
谷
武

氏
<
染
色
―
合
成
皮
革
の
手
芸
>

講
師
石
塚
一
枝
氏
　
<
盆
景
入

門
―
大
山
流
>
大
山
湖
石
氏
・

田
中
湖
陽
氏

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

日
時
=
十
月
十
四
日
～
十
一
月
二
十

日
/
毎
週
火
・
木
曜
/
午
後
六

時
～
八
時
(
延
べ
二
十
四
時
間
)

場
所
=
区
青
年
館

申
し
込
み
期
限
=
十
月
六
日
か
ら
受

け
付
け
(
各
科
目
と
も
、
定
員

五
〇
名
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
)
。

申
し
込
み
先
=
区
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
文
化
係

青
年
文
化
教
室
(
第
十
四
回
)

科
目
=
<
話
し
方
―
初
級
>
講
師
宇

賀
次
郎
氏
　
<
料
理
>
講
師
沢

田
千
津
子
氏
　
<
茶
道
―
表
千

家
>
講
師
川
上
香
華
氏

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
か
た
で

年
齢
満
十
六
～
二
十
五
歳
ま
で

日
時
=
十
月
十
五
日
～
二
十
一
日
/

毎
週
水
・
金
曜
/
午
後
六
時
三

〇
分
～
八
時
三
〇
分
(
延
べ
二

十
四
時
間
)

場
所
=
区
青
年
館
(
西
新
井
一
丁
目

四
-
一
七
/
電
話
八
九
〇
-
〇

〇
六
一
)

申
し
込
み
期
限
=
十
月
六
日
か
ら
受

け
付
け
(
各
科
目
と
も
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
)

申
し
込
み
先
=
区
青
年
館

働
く
若
い

女
性
の
講
座

く
ら
し
の
知
恵
や
職
場
で
の
マ
ナ

ー
な
ど
、働
く
若
い
女
性
の
日
常
生

活
上
必
要
な
こ
と
を
と
り
あ
げ
、健

全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
「講
座
」

を
開
き
ま
す
。区
内
に
在
勤
・
在
住

の
働
く
若
い
女
性
の
み
な
さ
ん
、お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
と
内
容

十
月
二
十
二
日
(
水
)
=
若
い
女
性
の
生

き
方
　
講
師
上
坂
冬
子
氏
(

評
諭
家
)

十
月
二
十
三
日
(
木
)
=

職
場
に
お

け
る
人
間
関
係
　
講
師
樋
口
恵
子

氏
(
評
論
家
)

十
月
二
十
四
日
(
金
)
=
人
間
関
係

と
話
し
方
　
講
師
斉
田
博
氏
(
言
論

科
学
研
究
所
員
)

以
上
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
六

時
～
八
時
。会
場
は
区
役
所
大
会
議

室
(
七
階
)
。

十
一
月
三
日
(
月
)
=
高
尾
山
―
相
模

湖
ハ
イ
キ
ン
グ
と
懇
談
会
　
講

師
職
業
定
着
指
導
員
/
婦
人
相
談

員
。当
日
は
、午
前
七
時
三
〇
分

ま
で
に
区
役
所
前
に
集
合
。

申
し
込
み
=
区
役
所
福
祉
課
福
祉
係

(
定
員
百
名
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
)

■ 区役所の電話882- 1111　■ 足立福祉事務所888- 3141　■ 中部福祉事務所889- 1481　■ 東部福祉事務所605- 7101
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都
住
地
元
割
当
て
公
募
(
四
四
三
戸
)

用
紙
交
付
は
二
十
日
か
ら
・
受
付
け
は
二
十
八
日
ま
で

今
回
の
都
営
住
宅
は
、足
立
区
に
住

ん
で
い
る
か
た
だ
け
が
、申
し
込
み
で

き
ま
す
。種
別
は
、一
種
と
二
種
で
す
。

(
母
子
世
帯
向
・
老
人
世
帯
向
・
特
別

低
所
得
世
帯
の
割
り
当
て
は
あ
り
ま
せ

ん
)
。

申
し
込
み
用
紙
の
交
付
…
十
月
二
十

日
(
月
)
～
二
十
五
日
(
土
)
。区
役

所
区
民
部
管
理
課
・
区
役
所
第
二
庁
舎

各
出
張
所
(
米
の
通
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
)
。

申
し
込
み
期
間
…
十
月
二
十
日
(
月
)
～

二
十
八
日
(
火
)

申
し
込
み
場
所
…
区
役
所
区
民
部
管

理
課
(
申
し
込
み
用
紙
に
、必
要
事
項

を
記
入
し
、規
定
の
封
筒
に
入
れ
、郵

送
か
持
参
す
る
)
。

申
し
込
み
資
格
の
あ
る
か
た
…
(
1
)
申

し
込
み
者
が
、足
立
区
に
住
民
登
録
し

て
あ
る
こ
と
。(
2
)
申
し
込
み
本
人
の
ほ

か
に
、い
っ
し
ょ
に
入
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
(
婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
る
こ

と
。(
3
)
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。(
4
)
家
族
の

年
収
が
、
入
居
規
準
で
定
め
ら

れ
た
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

都
営
住
宅
の
場
所

〔
第
一
種
〕

新
田
一
丁
目
(
六
四
戸
)
　
▽
上
沼
田

町
(
六
八
戸
)
　
▽
谷
在
家
町
(
七
六

戸
)
　
▽
保
木
間
町
(
一
二
戸
)
　
▽
宮

城
一
丁
目
(
八
戸
)

〔第
二
種
〕

▽
竹
の
塚
七
丁
目
(
二
〇
戸
)
　
▽
上

沼
田
町
(
一
七
戸
・
七
四
戸
)
　
▽
谷

在
家
町
(
一
七
戸
・
四
五
戸
)
　
▽
宮

城
一
丁
目
(
三
六
戸
)
　
▽
本
木
町
一

丁
目
(
六
戸
)
。
計
四
四
三
戸

新
改
築
し
た
ら

必
ず
「
住
居
番
号
付
定
申
請
届
」
を

区
内
の
新
住
居
表
示
も
、区
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、か
な
り
進

行
し
て
い
ま
す
。す
で
に
、こ
の
「住

居
表
示
番
号
」制
度
が
実
施
さ
れ
て
い

る
区
域
内
で
、次
の
よ
う
な
場
合
は
、

必
ず
「住
居
番
号
」付
定
申
請
届
を
お

出
し
く
だ
さ
い
。(
1
)
新
築
、(
2
)
改
築
、(
3
)

門
な
ど
の
位
置
変
更
。

住
居
番
号
は
、道
路
か
ら
家
に
は
い
る

門
、ま
た
は
玄
関
の
位
置
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
た
め
、こ
の
「届
」が
必
要
な

の
で
す
。隣
り
の
番
号
な
ど
を
み
て
、

か
っ
て
に
番
号
を
付
け
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
届
け
出
先
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
住
居
表
示
課

へ
。

西
新
井
本
町
・
興
野
の
住
居
表
示

き
た
る
十
二
月
一
日
か
ら
、
「西
新

井
本
町
一
～
五
丁
目
」・
「興
野
一
～
二

丁
目
」が
誕
生
し
ま
す
が
、次
の
よ
う

に
、係
員
が
準
備
作
業
に
う
か
が
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
住
居
番
号
決
定
通
知
書
の
発
送
(
郵

送
)
―
十
月
十
三
日
　
○
新
旧
対
照
案

内
図
・
住
居
表
示
ご
あ
ん
な
い
・
通
知

用
ハ
ガ
キ
(
無
料
)
の
配
布
―
十
一
月

七
日
～
十
二
日
　
○
街
区
表
示
板
・
町

名
表
示
板
・
住
居
番
号
表
示
板
の
取
り

付
け
―
十
一
月
十
日
～
二
十
四
日
。

区民文化・体育祭
の ご あ ん な い

文
化
祭

体
育
祭

総
合
展
な
ど
多
彩
な
行
事

十
月
十
日
に
総
合
開
会
式

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、区
文
化

団
体
連
合
会
・
区
体
育
協
会
と
共
催
で

区
民
文
化
祭
・
体
育
大
会
を
行
な
い
ま

す
。対
象
は
、区
内
在
住
、在
勤
、在
学

の
か
た
で
す
か
ら
、ふ
る
っ
て
ご
参
加

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、十
月
十
日

は
「北
千
住
公
園
」(
千
住
緑
町
二
丁
目
)

で
、午
前
九
時
～
十
時
ま
で
体
育
大
会

の
総
合
開
会
式
を
行
な
い
ま
す
。

芸

能
大
会

<
総
合
芸
能
>
…
十
一
月
一
日
(
と
く

さ
会
)
/
<
民
謡
>
…
十
一
月
二
日
(

瑞
穂
の
会
)
/
<
吟
詠
>
…
十
一
月
三

日
(
吟
詠
連
盟
)
―
以
上
会
場
は
、区

産
業
振
興
館
公
会
堂

<
洋
舞
踊
>
…
十
月
二
十
六
日
(
洋
舞
踊

団
体
)
/
<
邦
楽
舞
踊
>
…
十
一
月

三
日
(
邦
楽
舞
踊
連
盟
)
/
<
民
謡
>

…
十
一
月
八
・
九
日
(
民
謡
団
体
連
盟
)

/
<
合
唱
祭
>
…
十
一
月
十
五
日
=
以

上
会
場
は
、
区
文
化
会
館

総
合

展
覧
会

<
書
道
・
水
石
・
台
石
>
…
十
一
日
一

日
～
三
日
/
<
日
本
画
・
洋
画
・
写
真

彫
塑
>
…
十
一
月
四
日
～
六
日
/
<
手

芸
・
華
道
>
…
十
一
月
七
日
～
九
日
=

以
上
会
場
は
、
区
産
業
振
興
館
ホ
ー
ル

各
種
大
会

<
社
交
舞
踏
大
会
>
…
十
一
月
十
日

(
社
交
舞
踏
研
究
会
)
=
会
場
は
区

産
業
振
興
館
ホ
ー
ル
/
<
茶
道
大
会

>
…
十
一
月
七
日
～
九
日
(
区

茶
道
協
会
)
=
会
場
は
区
産
業
振
興
館
日

本
間
/
<

短
歌
大
会
>
…
十
一
月
二

日
(
足
立
歌
人
ク
ラ
ブ
)
/
<
謡
曲
大

会
>
…
十
一
月
三
日
(
謡
曲
連
盟
)
=

以
上
会
場
は
、区
青
年
館
/
<
俳
句
大

会
>
…
十
一
月
三
日
(
区
俳
句
連
盟
)
=

会
場
は
そ
ば
久
別
館
<
囲
碁
大
会
>
…

十
一
月
三
日
(
日
本
棋
院
足
立
支
部
)
=

会
場
は
中
条
幼
稚
園
/
<
将
棋
大
会
>
…

十
一
月
二
日
(
日
本
将
棋
連
盟
足
立

支
部
)
=
会
場
は
正
和
将
棋
ク
ラ
ブ

大

輪
菊
花
大
会

<
第
一
会
場
>
…
十
月
三
十
日
～
十
一

月
二
十
一
日
=
西
新
井
大
師
境
内
<

第
二
会
場
>
…
十
一
月
一
日
～
十
四
日

=
宮
城
公
園

く
わ
し
く
は
、社
会
教
育
課
文
化
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体
育
大
会

競
技
種
目

◎
十
月
十
日
=
陸
上
・
庭
球
・
相
撲

・
弓
道
(
北
千
住
公
園
)
/
柔
道
・

(
足
立
高
校
)
/
体
操
(
足
立
区
体

育
館
)
/
サ
ッ
カ
ー
(
江
北
高
・

足
立
工
業
高
)
　

◎
十
月
五
日
=

エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
(
竹
の
塚
文
化
セ

ン
タ
ー
)
　
◎
十
月
十
二
日
=
剣
道
(

千
寿
小
体
育
館
)
/

釣
魚
(
千
葉

県
笹
川
利
根
川
下
流
)
/

籠
球
(
足

立
区
体
育
館
)
/
野
球
(
区
営
千
住

新
橋
グ
ラ
ン
ド
)
　
◎
十
月
十
九
日

日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
足
立
区
体
育
館
)
　

◎
十
月
二
十
六
日
=
卓
球
(
足
立
区

体
育
館
)
　
◎
十
一
月
八
～
九
日
=

山
岳
(
日
光
霧
降
高
原
)
　
◎
十
一

月
二
日
=
な
ぎ
な
た
(
千
寿
小
体
育

館
)
。な
お
、排
球
・
ク
レ
ー
射
撃
は
、実

施
済
で
す
。く
わ
し
く
は
体
育
係
へ

か
し
こ
い

消
費
者

繊
維
シ
リ
ー
ズ
(
2
)

繊
維
の
加
工

現
在
の
繊
維
製
品
は
、そ
の
繊
維

の
も
つ
欠
点
を
補
い
、よ
り
使
い
や

す
い
よ
う
に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

繊
維
製
品
を
買
う
と
き
は
、こ
の
加

工
に
つ
い
て
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

プ
リ
ー
ツ
加
工
…
…
熱
可
そ
(
遡
)

性
<
糸
や
織
物
に
、あ
る
形
を
与
え
、

熱
を
加
え
る
と
そ
の
形
が
固
定
さ
れ

る
性
質
>
を
利
用
し
た
加
工
で
、
ひ

だ
を
つ
け
る
と
半
永
久
的
に
そ
の
折

り
目
が
消
え
な
く
な
る
。

防
水
加
工
…
…
織
物
に
適
当
な
防
水

剤
を
塗
布
し
て
防
水
性
を
与
え
た
も
の

で
通
気
性
と
不
通
気
性
の
二
種
が
あ
る
。

帯
電
防
止
加
工
…
…
化
学
合
成
繊
維
は

摩

擦

に
よ

っ
て

帯

電

帯
留

す

る
性

質

が

あ

る

の
で

、
薬

剤

な

ど
に

よ

っ
て

そ

れ

を

防
止

す

る

も
の

。

防

虫
加

工

…
…
動

物

性
繊

維

は

、
特

に

虫

の
害

を
受

け

や

す

い

。
そ

れ

を
防

ぐ

た

め
防

虫

剤

を
毛

製
品

な
ど

に
吸

着

さ

せ

た

り

、
染
色

の
際

に
染

料

と

い
っ

し

ょ

に

処
理

し
て

防

虫
加

工

を

行

な
う

。

サ
ン
フ
ォ
ラ
イ
ズ
加
工
(
防
縮
加
工
)

…
…
米
国
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
特
許
で

綿
や
綿
混
用
織
物
な
ど
に
使
わ
れ
る
加

工
法
。こ
れ
以
上
繊
維
が
縮
ま
な
い
よ

う

機

械
で

で

き
る

だ

け
縮

め

て
仕

上

げ

た

も

の
。

樹
脂
加
工
…
…
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
な
ど
で

織

物

を
処

理

し

、
し

わ
や

ち

ぢ

み
を

防

ぎ
、
弾
性
や
通
気
性
を
良
く
す
る
加

工

。P
・
P
(
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
プ
レ

ス
)
加
工
…
…
一
般
に
W
&
W
(
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
ウ
エ
ア
ー
)
な
ど

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、洗
た
く

し
て
も
ノ
リ
づ
け
や
ア
イ
ロ
ン
か
け

が
必
要
な
い
よ
う
に
、特
殊
樹
脂
と

熱
プ
レ
ス
加
工
さ
れ
た
も
の
。ま
た
こ
の

加
工
に
よ
り
、
ひ
だ
が
消
え
た

り
、
シ
ワ
が
よ
っ
た
り
し
な
く
な
る

S
・
R
(
ソ
イ
ル
レ
リ
ー
ズ
)
加
工

…
…
「汚
れ
防
止
」の
た
め
の
加
工

法
。吸
水
性
の
な
い
ナ
イ
ロ
ン
な
ど

合
成
繊
維
に
あ
る
程
度
の
吸
湿
性
を

も
た
せ
静
電
気
の
発
生
を
防
い
だ
り

チ
リ
や
ホ
コ
リ
に
よ
る
汚
れ
を
防
止

す
る
性
質
を
も
た
せ
た
も
の
。ま
た
、

油
性
の
汚
れ
も
落
ち
や
す
い
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

十
月
十
八
日
「
敬
老
慰
安
大
会
」

区
と
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
区

内
の
お
と
し
よ
り
(
満
八
十
歳
以
上
)

の
み
な
さ
ん
に
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、次
の
よ
う
な
「敬

老
慰
安
大
会
」を
催
し
ま
す
。対
象
の

か
た
に
は
、
さ
き
ご
ろ
招
待
状
を
郵

送
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
な
く
て
も
、

対
象
者
で
あ
れ
ば
、
当
日
入
場
で
き
ま

す
。

日
時
…
十
月
十
八
日
(
土
)
/
午
後
一

時
か
ら

会
場
…
区
文
化
会
館
(
中
央
本
町
一
丁

目
一
七
-
一
/
電
話
八
八
六
-
八
八

六
〇
)

演
芸
…
〔浪
曲
〕三
門
博
/
京
山
華
千

代
　
〔漫
才
〕香
川
染
千
代
・
染
団

子
　
〔音
楽
と
み
ん
な
で
歌
お
う
〕

足
立
区
技
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

音
楽
部

当
日
は
、会
場
で
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
(
不
参
加
の
か
た
に
は
郵
送
)
。

な
お
、九
十
歳
以
上
の
か
た
に
は
、特

別
記
念
品
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

薬
の
正
し
い
知
識
を

十
月
二
十
四
～
二
十
九
日
　
薬
と
健
康
の
週
間

わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
に
、薬
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。特
に

近
年
の
医
薬
品
は
、多
く
の
難
病
を
治

し
て
く
れ
ま
す
。し
か
し
、あ
ま
り
に

も
そ
の
進
歩
が
早
く
、次
々
と
新
し
い

薬
が
開
発
さ
れ
、日
常
生
活
の
中
に
は

い
っ
て
き
て
い
る
の
で
、や
や
も
す
る

と
、そ
の
使
い
方
を
間
違
え
た
り
し
て

思
わ
ぬ
事
故
が
数
多
く
で
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
、薬
の
正
し
い
知
識
と
使
用
法

を
普
及
さ
せ
よ
う
と
、国
や
都
、薬
剤

師
会
な
ど
が
共
同
で
、次
の
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

薬
の
正
し
い
買
い
方

医
師
や
薬
局
で
よ
く
相
談
し
、容
器

や
包
装
、表
示
内
容
に
注
意
す
る
(
街
頭

で
の
薬
の
販
売
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
)
。な
お
、
「置
き
薬
屋
」さ

ん
は
、身
分
証
明
書
を
も
っ
て
い
ま
す
。

薬
の
正
し
い
使
い
方

ど
ん
な
良
薬
で
も
、正
し
く
使
わ
ね

ば
副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、効
果
が
あ

ま
り
あ
が
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。薬

は
必
要
な
と
き
、必
要
な
量
だ
け
、時
間

を
守
っ
て
用
い
ま
し
ょ
う
。
薬
の
飲

み
だ
め
な
ど
は
最
も
危
険
で
す
。

薬
の
正
し
い
保
管
の
し
方

薬
は
、湿
気
・
光
・
高
温
・
空
気
(

酸
素
)
を
き
ら
い
ま
す
。
な
る
べ
く
日

陰
で
涼
し
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
の
手
が
届
か
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
容
器
の
入
れ
替
え
や
古
い

薬
品
の
使
用
も
禁
物
で
す
。

薬
と
化
粧
品
の
歴
史
展

―
古
代
か
ら
宇
宙
時
代
ま
で
―

と
き
―
十
月
二
十
四
～
二
十
九
日

と
こ
ろ
―
小
田
急
百
貨
店
(
無
料
)

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
決
る

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
か
ね
て

区
立
の
小
・
中
学
生
か
ら
「
明
る
く
正

し
い
選
挙
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、去
る
九
月
十
九
日
の
審

査
会
に
お
い
て
、こ
れ
を
審
査
し
た
結

果
、応
募
総
数
六
二
六
(
小
学
校
四
三
一
・

中
学
校
一
九
五
)
点
の
う
ち
、次

の
二
十
名
の
か
た
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

〔
小
学
校
の
部
〕(

敬
称
略
)

藤
田
正
子
(
五
反
野
)
/
榎
本
和
子

(
西
新
井
第
一
)
/
小
室
圭
子
(
千
寿

第
六
)
/
榊
原
由
子
(
千
寿
旭
)
/
駒

形
博
(
千
寿
旭
)
/
佐
藤
勝
広
(
千
寿

第
三
)
/
高
野
幸
郎
(
五
反
野
)
/
根

本
裕
史
(
千
寿
第
三
/
伊
藤
清
子
(

関
原
)
/

藤
本
典
子
(
千
寿
第
三
)
。

〔
中
学
校
の
部
〕

長
崎
君
子
(
第
十
一
)
/
佐
藤
光
義

(
第
十
一
)
/
安
助
信
三
(
第
十
一
)

松
本
邦
夫
(
第
十
五
)
/
石
塚
敏
恵
(

東
綾
瀬
)
/
石
井
哲
男
(
東
島
根
)
/

井
野
良
明
(
第
四
)
/
大
池
幸
子
(
花

畑
)
/

若
林
修
(
第
十
四
)
/

伊
藤
淑

子
(
第
九
)
。

な
お
、入
選
者
に
は
、賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
、都
が
行
な
う
コ
ン
ク

ー
ル
に
、
足
立
区
代
表
作
品
と
し
て
出

品
さ
れ
ま
す
。

十
月
三
十
一
日
が
納
期
で
す

自
動
車
税
第
二
期
分

◇
◇

狂
犬
病
予
防
注
射

◇
◇

区
と
足
立
・
千
住
保
健
所
で
は
、
次

の
と
お
り
飼
い
犬
の
登
録
受
け
付
け
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
な
い
ま
す
。

(
注
)
―
カ
ッ
コ
内
の
「午
前
」は

十
時
～
十
二
時
、
「午
後
」は
一
時
～

三
時
ま
で
受
け
付
け
。

▽
六
日
(
月
)
―
<
午
前
>
千
住
公

園
(
大
川
町
)
/
<
午
後
>
柳
原
神
社
　

▽
七
日
(
火
)
―
<
午
前
>
第
四
出
張
所

/
<
午
後
>
東
綾
瀬
出
張
所
　
▽
八
日

(
水
)
―
<
午
前
>
区
産
業
振
興
館

▽
十
三
日
(
月
)
―
<
午
前
>
第
十
五

出
張
所
/
<
午
後
>
本
木
氷
川
神
社
(

本
木
西
町
)
　
▽
十
四
日
(
火
)
―
<

午
前
>
第
十
四
出
張
所
・
第
十
九
出
張

所
/
<
午
後
>
つ
り
堀
伊
興
園
前
(
西

伊
興
町
)
　
▽
十
五
日
(
水
)
―
<
午

前
>
西
新
井
警
察
署
前
(
環
七
陸
橋
下

/
<
午
後
>
島
根
鷲
神
社
　
▽
十
六
日

(
木
)
―
<
午
前
>
第
六
出
張
所
/
<

午
後
>
第
七
出
張
所
　
▽
十
七
日
(
金
)

―
<
午
前
>
興
野
神
社
/
<
午
後
>
足

立
保
健
所
　
▽
二
十
日
(
月
)
―
<
午

前
>
梅
田
赤
不
動
/
<
午
後
>
第
十
七

出
張
所
　
▽
二
十
一
日
(
火
)
―
<
午

前
>
第
十
九
出
張
所
/
<
午
後
>
保
木

間
氷
川
神
社
　
▽
二
十
二
日
(
水
)
―

<午
前
>
区
役
所
第
二
庁
舎
(
旧
梅
島

支
所
)

「
大
菩
薩
峠
」

区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

区
教
育
委
員
会
で
は
、
区
体
育
協
会

と
協
力
し
て

、
次
の
と
お
り
区
民
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程
―
十
月
二
十
五
(
土
)
～
二
十
六

日
(
日
)
夜
行
日
帰
り
　
場
所
―
大
菩

薩
峠
　
会
費
―
一
四
〇
〇
円
　
定
員
―

一
〇
〇
名
(
観
光
バ
ス
二
台
)
　
対
象
―

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生

年
齢
以
上
の
か
た
(
た
だ
し
中
学
生
は

父
兄
同
伴
な
ら
参
加
で
き
ま
す
)
。申

し
込
み
先
―
(
1
)
駒
草
山
荘
(
八
八
一
-

二
四
九
〇
/
千
住
一
丁
目
八
八
)
　
(
2
)

マ
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
(
八
八
七
-
八
九
一

九
/
本
木
町
二
丁
目
交
番
前
)
　
(
3
)
区

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
係
。締

め
切
り
―
十
月
十
五
日
(
水
)
た
だ
し

満
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

会
費
を
添
え
て
お
近
く
の
場
所
へ
ど
う

ぞ
。住

民
実
態
調
査

こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
「住
民
基
本

台
帳
」制
度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
基
づ
く
「住
民
実
態
調
査
」を

行
な
っ
て
い
ま
す
。あ
な
た
の
お
宅
に

係
員
が
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
ら
、ご

協
力
く
だ
さ
い
(
係
員
は
、身
分
証
明
書

を
携
帯
し
て
い
ま
す
)
。

こ
の
調
査
は
、こ
れ
ま
で
ば
ら
ば
ら

に
行
な
わ
れ
て
い
た
各
種
の
事
務
(
住

民
登
録
、選
挙
人
名
簿
、国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、就
学
転
入
学
、主
要

食
糧
配
給
な
ど
)
を
、一
つ
の
基
本
台

帳
に
ま
と
め
、一
回
の
届
け
や
手
続
き

で
、こ
れ
ら
が
全
部
済
ま
せ
ら
れ
る
よ

う
に
し
ょ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

区
内
に
転
入
し
た
か
た
で
、ま
だ
手

続
き
の
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、す
ぐ

所
管
の
出
張
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
し
ま
せ
ん
ど
、選
挙
の
と
き
投

票
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、あ
な
た
の

権
利
が
制
限
さ
れ
た
り
、不
利
益
を
こ

う
む
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、家
族

の
異
動
や
変
更
時
に
は
、特
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

足
立
区
の

産
業
と
観
光
展

区
と
区
工
業
会
連
合
会
、区
観
光
協

会
で
は
、第
十
九
回
の
「足
立
区
産
業

と
観
光
展
」を
開
催
し
ま
す
。内
容
は

区
内
の
各
種
優
良
生
産
品
を
一
堂
に
集

め
、そ
の
優
秀
性
を
国
内
は
も
と
よ
り

広
く
海
外
へ
紹
介
し
、
区
内
産
業
の
振

興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た

こ
れ
と
同
時
に
、
区
内
の
観
光
案
内
も

行
な
い
、
区
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
一

役
買
い
ま
す
。

会
期
―
十
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日
/

午
前
九
時
三
〇
分
～
午
後
四
時
三
〇

分
。
二
十
五
日
の
み
午
前
中
。

会
場
―
東
京
都
立
産
業
会
館
(
千
代
田

区
大
手
町
一
-
二
　
東
京
駅
下
車
徒

歩
八
分
)

入
場
自
由
で
す
か
ら
、ど
う
ぞ
み
な

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
い
で
く

だ
さ
い
。

お
休
み
し
ま
す

区
立
の
図
書
館

区
立
の
各
図
書
館
は
、図
書
の
整
理

整
本
の
た
め
、
次
の
期
間
中
休
館
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
中
央
図
書
館
・
宮
城
図
書
館
=
九
月

二
十
八
日
～
十
月
十
四
日

◎
千
住
図
書
館
・
新
田
図
書
館
=
十
月

十
二
日
～
十
月
二
十
七
日

足
立
大
谷
田
新
町
郵
便
局
開
局

こ
の
ほ
ど
、足
立
郵
便
局
の
特
定
郵

便
局
と
し
て
「足
立
大
谷
田
新
町
郵
便

局
」(
大
谷
田
新
町
二
丁
目
一
〇
五
-

三
〇
)
が
、十
月
一
日
か
ら
開
局
し
ま

し
た
。
取
り
扱
い
業
務
は
、
郵
便
・
為

替
貯
金
・
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
で
す
。

電
話
(
六
〇
六
)
七
三
三
〇

お
礼
江
北
三
丁
目
一
-
八
　

岡
崎
志
づ
さ
ん
か
ら
区
育

英
資
金
に
と
敬
老
金
に
そ
え
て
多
額
の

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■ 祝電は10日前からお受けします(電々公社)　 ■ 犬管理荒川出張所は、世田谷区粕谷町280( 321) 3507ヘ一時移転しました。


